
災害廃棄物受入処理事業について （宮城県石巻市廃畳分） 

 
Ｑ１ なぜ、宮城県石巻市の災害廃棄物（廃畳）を都内で受入するのですか。 

   宮城県石巻市では、すでに一次仮置場に余裕がなく、被災した家屋等の解体が進んでい

ない状況なので、宮城県から災害廃棄物（廃畳）の処理要請を受けました。 

 
 
Ｑ２ 宮城県石巻市の災害廃棄物（廃畳）は、都内のどこで処理するのですか。 

   破砕処理する能力を有している産業廃棄物処分業者が処理した上で、その破砕した廃畳

を民間焼却施設で焼却処理をします。 
・ 平成24年6月～平成24年9月分の処理フローはこちらをご覧ください。 

・ 平成24年10月～平成24年11月分の処理フローはこちらをご覧ください。 

 
 
Ｑ３ いつから受け入れるのですか。 

   ６月21日に石巻市から搬出を行い、翌日22日に都内で受入処理を開始します。 

 

http://www.metro.tokyo.jp/INET/OSHIRASE/2012/06/DATA/20m6i100.pdf
http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/resource/disaster-waste/docs/syorihuro_2410-2411_ishinomaki.pdf


災害廃棄物受入処理事業について （宮城県石巻市混合廃棄物分） 

 

Ｑ１ なぜ、宮城県石巻市の災害廃棄物（混合廃棄物）を都内で受入するのですか。 

   宮城県石巻市では、破砕選別プラント及び仮設焼却炉が8月から本格稼動する予定です

が、一部の仮置場には、発酵が進み火災の危険が高まっているものなどがあり、早急に処

理を行う必要があります。そのため、粗選別処理を行った混合廃棄物について、広域処理

の実績がある東京都に処理依頼がありました。 

 
 
Ｑ２ 宮城県石巻市の災害廃棄物（混合廃棄物）は、都内のどこで処理するのですか。 

   破砕処理する能力を有している産業廃棄物処分業者が処理した上で、その破砕した混合

廃棄物を民間焼却施設で焼却処理をします。 
・ 平成24年8月～平成24年9月分の処理フローはこちらをご覧ください。 

・ 平成24年10月～平成24年12月分の処理フローはこちらをご覧ください。 

・ 平成25年1月～平成25年3月分の処理フローはこちらをご覧ください。 

 
 
Ｑ３ いつから受け入れるのですか。 

   ８月20日に石巻市から搬出を行い、翌日21日に都内で受入処理を開始します。 

 

http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/resource/disaster-waste/docs/syorihuro_2408-2409.pdf
http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/resource/disaster-waste/docs/syorihuro_2410-2412_ishinomaki.pdf
http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/resource/disaster-waste/docs/syorihuro_2501-2503_ishinomaki.pdf

